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ABSTRACT 
 

IN-Child とは、包括的教育を必要とする全ての子どもを指す用語であり、IN-Child Record

とは、IN-Child の QOL 向上の観点から支援ニーズを検討する為の 82 項目 14 領域で構成さ

れているツールである。 

本研究では、IN-Child Record の 14 領域を用いて、既存の論文・学会発表における指導実

践を分析することで、ASD 傾向のある IN-Child に対して教育現場で行われている指導・支

援方法を典型化し、課題を明らかにすることを目的とした。その結果、ASD 傾向のある

IN-Child に対する指導・支援として、①保護者も含めた、学校やスクールカウンセラーとの

定期的な情報共有の必要性、②スケジュールや物理的構造化の必要性、③応用行動分析の観

点を含めた行動マネジメントの必要性が明らかになった。今後、ASD 傾向のある IN-Child

に対する行動マネジメントの観点を決め、具体的な指導プログラムを開発する必要がある。 
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Ⅰ．問題と目的 
 

IN-Child(Inclusive Needs Child)とは、「発達の遅れ、知的な遅れまたはそれらによらない

身体面、情緒面のニーズ、家庭環境などを要因として、専門家を含めたチームによる包括的

教育を必要とする子」と定義され(Han, Ota & Kwon, 2016)、包括的教育を必要とする全て

の子どもを指す用語である。また、IN-Child の QOL 向上の観点から支援ニーズを検討する

為のツールとして、IN-Child Record が開発された(Han, Ota & Kwon, 2016)。 

現在、包括的教育の対象として教育現場で課題となっている IN-Child として、自閉スペク

トラム症(Attention-Deficit/Hyperactivity Disorder: 以下、ASD)と類似した傾向のある子ど

も達が挙げられている。例にとると、聞かれたことには答えるが、話す内容が決まっていな

ければ班学習などの場面で相手に向けて話すことが難しい事例(井上・松田・斎藤ら, 2012)

や、周囲の児童と関わらず、自分の好きなものに没頭することが多い事例(司城, 2012)などが

挙げられる。それらの事例の中には、医療機関において ASD と診断されている子どももい

るが、診断されてはいないものの ASD の傾向がある子どもとして、指導における課題とな

っている。韓・矢野・小原ら(2017)は、IN-Child Record を用いて、領域である「こだわり」、

「コミュニケーション」を ASD 傾向モデルとして設定し、パス解析及び構造方程式モデリ

ング(Structural Equation Modeling: SEM)を使用して、ASD 傾向が IN-Child Record の他

の領域に与える影響を検証した。その結果、ASD 傾向が①「話す」の領域に影響を及ぼして

いること、②「聞く」の領域に影響を及ぼしていること、③「書く」の領域に影響を及ぼし

ていること、④「推論する」から「計算する」の領域に影響を及ぼしていることが明らかに

なった。 

ASD 傾向の IN-Child に関しては、教育現場では多くの教育実践が取り組まれている。論

文や学会発表などにおいても様々な実践報告がなされているが、その指導方法に関しては典

型化されていない。ASD 傾向の IN-Child は教育現場で多く見られ課題となっていることか

らも、指導方法に関して典型化することは、今後の IN-Child の指導の方向性を決める材料に

なるだけでなく、指導法を開発する際の重要な資料になると考えられる。 

そこで、本研究では、IN-Child Record を用いて、論文・学会発表における指導実践を

IN-Child Record の領域と照らし合わせて分析することで、ASD 傾向のある IN-Child に対

して教育現場で行われている指導・支援方法を典型化し、課題を明らかにすることを目的と

する。 

 

 

Ⅱ．方法 
1. 資料抽出方法 

1) 文献抽出 

表 1 に記載する資料の中から、資料選定基準に基づいて抽出を行った。なお、1 つの論文

で 2 つ以上の事例を取り扱っている資料については、対象児の文中の表記を記載し区別した。 
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表 1 文献抽出の対象 
対象 説明 

特殊教育学研究 特殊教育学会が編集する雑誌「特殊教育学研究」 
特殊教育学研究 50 巻 1 号～5 号  特殊教育学研究 51 巻 1 号～5 号 
特殊教育学研究 52 巻 1 号～5 号  特殊教育学研究 53 巻 1 号～2 号 

特別支援教育の一

種免許状を取得す

ることの出来る大

学の研究紀要 

文部科学省が発表している「特別支援学校教諭の免許資格を取得することので

きる大学 (1)一種免許状（大学卒業程度）」のうち、インターネットでリポジ

トリを開設し、閲覧することができる大学の研究紀要 

Google Scholar 
CiNii、J-Stage 

「ASD and 指導」「ASD and 指導法」で検索した資料の中から、資料選定基

準を満たした論文 

 

2) 資料選定基準 

・インクルーシブ教育に関する答申(文部科学省, 2012)が発表された 2012 年以降であること 

・対象となる児童生徒が小学生もしくは中学生であること 

・ASD の診断が記載されているもの、または記載されている児童生徒の実態を IN-Child 

Record の領域で対応させた際に「こだわり」かつ「コミュニケーション」に困難をもつ

IN-Child の事例であると推測できるもの 

 

2. 分析方法 

 教育実践事例分析の観点として、対象児童生徒の実態と指導・支援方法の 2 つの観点を

IN-Child Record の領域と対応させた。また、指導・支援に関する評価の実態についても分

析の観点とし、大きく 3 つの観点から分析を行った(表 2)。 

表 2 分析対象事例の分析項目 
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Ⅲ．結果 

 

分析対象資料を、タイトルと著者、対象児に分けて分析した。分析した結果を表 3 に示す。

対象児に関しては、性別、学年、診断・服薬の有無等が論文中に記載されていた児童生徒を

分析対象とし、実態を IN-Child Record の領域で対応させ、どの領域に困難をもつのかを分

析した。また、1 つの論文で 2 つ以上の事例を取り扱っている資料については、対象児の文

中の表記を記載し区別した。 

 

1. ASD 傾向のある IN-Child の基本情報 

対象児童生徒の性別は男子 50 件、女子 14 件、未記入が 3 件と男子が多かった。集団指導

を行っており、かつ、個別の実態が表記されていない分析対象資料の「2)」(男子 10 名、女

子 1 名)については、それぞれの性別に分けて含めている。 

また、小学生を対象にした事例が 39 件、中学生を対象にした事例が 16 件、未記入が 1 件、

判別できない(12 歳のみの表記)事例が 1 件であった。在籍については、特別支援学校に在籍

している事例が 23 件、通常の学級に在籍している事例が 6 件、通級指導教室を受けている

事例が 16 件、特別支援学級が 5 件、未記入が 7 件であった。 

 診断の有無については、何らかの診断のある事例が 48 件、診断のない事例が 9 件であっ

た。 ASD(PDD 、アスペルガ ー症候群を含む ) の診断のある IN-Child が 47 件

3)4)5)7)8)9)10)12)13)14)15)16)17)18)19)20)21)22)24)26)28)29)30)32)33)34)35)36)37)28)29)40)41)42)43)44)45)47)48)49)50)51)52)53)54)55)

56)、うち服薬している事例が 3 件 8)35)41))であった。 

また、ASD の診断と重複している事例も含み、ASD 以外の診断がある IN-Child が 23 件、

知的障害 (精神遅滞で表記されている 3 件を含む )の診断のある IN-Child が 17 件

1)8)9)10)13)14)16)30)33)37)40)43)44)45)54)55)56)、ADHD の診断のある IN-Child が 5 件 21)22)26)35)41)であっ

たが、SLD の診断のある IN-Child の事例は 0 件だった。 

 

2. IN-Child の実態と IN-Child Record の項目の対応分析 

IN-Child の実態と IN-Child Record の項目との対応分析結果を表 3 に示す。 

表中では、それぞれの領域に対応させた際に当てはまる領域について〇を記入している。

また、原因面の身体の状態は「身」、姿勢・運動・動作は「姿」、不注意は「不」、多動性・衝

動性は「多」、こだわりは「こ」、自己肯定感は「自」で表している。結果面は、社会生活機

能は「社」、コミュニケーションは「コ」、聞くは「聞」、話すは「話」、読むは「読」、書くは

「書」、計算するは「計」、推論するは「推」で表している。 

 

1) 身体面 

「身体の状態」に困難を抱える IN-Child の事例は 7 件であった。体調不良を訴え登校を

渋る等、体調の管理に関連する事例が 3 件 3)40)53)あった。その他、お母さんがいないのが心

配と離れることが困難である事例 51)や、拒食・低体重への異常な固執が見られる事例 20)など

があった。 

「姿勢・運動・動作」に困難を抱える IN-Child の事例は 12 件であった。発達性強調運動

障害の診断がある事例が 1 件 24)、筋ジストロフィーの診断がある事例が 1 件 1)あった。また、

円背など姿勢の悪さに関連する事例が 7 件 5)11)27)42)43)45)46)あった。 
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2) 情緒面 

「不注意」に困難を抱える IN-Child の事例は、15 件であった。ADHD の診断を有してい

る事例は 5 件 21)22)26)35)41)であった。授業中などに別の作業を始めてしまうなど、興味・関心

のある所に行ってしまう事例が 5 件 5)8)30)48)57)あった。 

「多動性・衝動性」に困難を抱える IN-Child の事例は、16 件であった。ADHD の診断を

有している事例は、上記で診断のあった 5 件 21)22)26)35)41)と同様であった。また、離席や掃除

時間の持ち場を離れてしまう事例が、5 件 11)14)35)46)48)あった。 

「こだわり」に困難を抱える IN-Child の事例は、全件（ASD の診断あり 47 件含む）で見

られた。その中でも、自分の好きな有名人やキャラクター等特定の物に強い興味を示したり、

執着したりしている事例が 10 件 1)2)8)11)12)13)15)19)25)31)38)あり、興味のある話題を一方的に話し

ている事例が 3 件 12)19)38)あった。また、環境や活動の変化に対して敏感になっている事例が、

4 件 5)16)18)28)あった。 

「自己肯定感」に困難を抱える IN-Child の事例は、8 件であった。心配なことがあると教

室に入ることが難しくなってしまう事例 50)や、苦手な教科や課題に対して拒否反応を示して

いる事例が 4 件 3)26)31)35)あった。 

 

3) 生活面 

「社会生活機能」に困難を抱える IN-Child の事例は、25 件であった。そのうち、気持ち

が不安定になった時に器物損壊に至る事例が 6 件 7)18)27)39)40)57)、トイレに行きたいときや欲し

いものがあった時に、周囲の人にことわらずに行動に移してしまう事例が 4件 8)9)13)30)あった。 

「コミュニケーション」に困難を抱える IN-Child の事例は、全件（ASD の診断あり 47

件含む）で見られた。そのうち、自発的なコミュニケーションの表出が見られない事例が 12

件 4)6)7)9)11)16)31)33)37)39)54)55)あった。また、一方的に話をする、同じ話を繰り返すなどして会話

が成立しにくい事例が 3 件 1)12)25)あった。 

 

4) 学習面 

学習面においてはすべての対応項目で、知的障害の診断を有している事例 17 件

1)8)9)10)13)14)16)30)33)37)40)43)44)45)54)55)56)が該当した。 

「聞く」に困難を抱える IN-Child の事例は、25 件であった。知的障害の診断の無い事例

では、集団の中で指示を聞くことが苦手な事例が 2件 2)31)、聞く活動が苦手な事例が 2件 18)35)、

教師の説明を最後まで聞くことができない事例が 1 件 27)などが見られた。 

「話す」に困難を抱える IN-Child の事例は、18 件であった。診断の無い事例では、話し

合いにはほとんど参加できない事例が 1 件 47)あった。 

「読む」に困難を抱える IN-Child の事例は、27 件であった。診断の無い事例では、読み

書きが困難と表記されている事例が 4 件 2)21)22)34)、読むのに時間がかかる事例が 1 件 26)、勝

手読みをする事例 1 件 23)が見られた。 

「書く」に困難を抱える IN-Child の事例は、29 件であった。診断の無い事例では、文字

や漢字を書く活動が苦手・困難と表記されている事例が 8 件 2)3)11)21)22)31)34)47)や、板書につい

ていけない事例が 1 件 25)、字の形態が整わない事例が 2 件 24)26)であった。 

「計算する」に困難を抱える IN-Child の事例は、18 件であった。診断の無い事例では、

難しい計算課題に一人で取り組めずに諦めてしまった事例が 1 件 27みられた。 
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「推論する」に困難を抱える IN-Child の事例は、23 件であった。診断の無い事例では、

因果関係の説明等が苦手な事例 1 件 18)、結果を予想して取り組むことが苦手な事例 2 件 3)28)

が見られた。 

表 3-1 ASD 傾向のある IN-Child の実態と IN-Child Record の対応分析の結果 

発 
行 
年 

著者 

通

し

番

号 

対象児 

文中の 
表記 

性別 
学年 

在

籍 

IN-Child Record の項目 診断と 
服薬 身 姿 不 多 こ 自 社 コ 聞 話 読 書 計 推 

2012 関根 1) 
A 男 

男 
中 1 

特支

学校  
〇 〇 

 
〇 

  
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 筋ジス・知的 

中島・松山 
・坂元ら 

2) 
A~K 児 

男 10 
女 1 

小 1~5 
  

〇 〇 〇 〇 
 

〇 〇 〇 
 

〇 〇 
 

〇 
 

小畑・干川 3) 
A 児 

男 
小 6 

通常

学級 
〇 

   
〇 〇 〇 〇 

   
〇 

 
〇 PDD 

船﨑 4) 
― 

男 
12 歳      

〇 
  

〇 
      ASD 

藤澤 5) 
― 

男 
小 6 

特支

学校  
〇 〇 

 
〇 

 
〇 〇 

      
ASD 

井上・松田 
・斎藤ら 

6) 
A 児 

女 
11 歳 

通級

指導     
〇 

  
〇 

       

7) 
B 児 

男 
小 2 

特支

学級     
〇 

 
〇 〇 

      ASD 

8) 
C 児 

女 
小 5 

特支

学校   
〇 

 
〇 

 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

知的・ASD 
てんかん (服薬) 

9) 
D さん 

男 
中 3 

特支

学校     
〇 

 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 知的・ASD 

10) 
E くん 

男 
小 3 

特支

学校     
〇 

  
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 知的・ASD 

司城 11) 
れいじ 

男 
小 2 

通級

指導  
〇 

 
〇 〇 

 
〇 〇 

   
〇 

   

末永 
・小笠原 

12) 
対象児 

男 
中 1 

特支

学校     
〇 

  
〇 

      PDD 

2013 斎藤・高橋 
・下平ら 

13) 
A 児 

男 
小 5 

特支

学校     
〇 

 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 知的・ASD 

14) 
B さん 

男 
中 1 

特支

学校    
〇 〇 

 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 知的・ASD 

15) 
C 児 

男 
小 5 

特支

学校     
〇 

  
〇 

      ASD 

太田・宮地 
・北澤 

16) 
A さん 

女 
小 4 

特支

学校 
    〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 知的・ASD 

内田・西村 17) 
M 児 

女 
7 歳 

特支

学級 
    〇   〇       PDD 

小笠原 
・末永 

18) 
― 

男 
小 1 

通級

指導 
    〇 〇 〇 〇 〇     〇 PDD 

(服薬中止) 

鈴木・平野 
・北洋ら 

19) 
A 児 

男 
7 歳 

通常

学級 
    〇 〇  〇       ASD 

阪・水野 
・西山ら 

20) 
― 

女 
10 歳  〇    〇   〇       PDD 

富永・池本 
・石川ら 

21) 
対象児 A 

 男 
小 2 

通級

指導 
  ○ ○ 〇  〇 ○   ○  〇 〇 ADHD・ASD 

22) 
対象児 F 

男 
小 4 

通級

指導 
  ○ ○ ○   ○   ○ ○   ADHD・ASD 

井上・濱田 23) 小 2 年 
男児 

男 
小 2 

通級

指導 
        ○     ○     ○        

阿子島・ 
漆澤・三枝 

24) 
中 3 の 
女子 

女 
中 3    ○     ○     ○     ○ ○     

アスペルガー症候群 
発達性強調運動障害  
知覚運動機能障害 
視空間認知障害 

瀬底 25) 
A 児 

女 
小 2 

通級

指導 
        ○ ○   ○     ○ ○      

押田・川崎 26) 
A 児 

男 
小 3 

通常

学級 
  ○ ○ ○ ○  ○   ○ ○    アスペルガー 

症候群・ADHD 
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表 3-2 ASD 傾向のある IN-Child の実態と IN-Child Record の対応分析の結果 

発 
行 
年 

著者 

通

し

番

号 

対象児 

文中の 
表記 

性別 
学年 

在籍 
IN-Child Record の項目 診断と 

服薬 身 姿 不 多 こ 自 社 コ 聞 話 読 書 計 推 

2014 宮本 27) 
A 男 

男 
中 2 

通常

学級 
 〇 〇  〇  〇 〇 〇    〇   

渡邊・東條 28) 
A 児 

男 
― 

特支

学級 
〇    〇  〇 〇      〇 ASD 

2014 高橋・下平 
・井上ら 
 

29) 
A 児 

男 
小 5 

特支

学校 
   〇 〇  〇 〇       ASD 

30) 
B さん 

男 
中 3 

特支

学校 
  〇  〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 知的・ASD 

31) 
C 児 

男 
10 歳 

通級

指導 
 〇   〇 〇 〇 〇 〇  〇 〇    

竹中・宮﨑 32） 
B 君 

男 
小 3 

特支

学級     
〇 

 
〇 〇 

      
ASD 

松田・川添 
・安東 

33) 
― 

女 
中 3 

特支

学校     
〇 

  
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 知的・ASD 

橋本・岡 
・中島ら 

34) 小学 1 年

男児 
男 
小 4     

○ ○ 
  

○ 
  

○ ○    
アスペルガー 

症候群 

2015 井上・松田 
・高橋ら 

35) 
B 児 

男 
8 歳 

通級

指導   
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 
〇 〇 

  
ASD・ADHD 

(服薬) 

小野寺・ 
斎藤・村田ら

36) 
― 

男 
中 1～3      

〇 
  

〇 
      ASD 

岡村 37) 
A 児 

男 
小 6 

特支

学校     
〇 

  
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 知的・ASD 

西井・仲野 
・長崎 

38) 
― 

男 
8 歳 

特支

学級     
〇 

  
〇 

      
ASD 

2016 
 

高橋・荒木 
西畑ら 

39) 
A 児 

― 
小 1 

特支

学校    
〇 〇 

 
〇 〇 

      
ASD 

大野呂・ 
仲矢 

40) 
A 児 

― 
小学部 

特支

学校 
〇 

   
〇 

 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 知的・ASD 

東・武田 41) 
A 児 

男 
小 1～6 

通常

学級   
〇 〇 〇 

  
〇 

      
ASD・ADHD 

(服薬) 

大田・桑江 
・新崎ら 
 

42) 
ID1 

男 
中 3 

特支

学校  
〇 

  
〇 

  
〇 

      
PDD 

43) 
ID2 

男 
中 3 

特支

学校  
〇 

  
〇 

  
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 精神遅滞 

ASD 

44) 
ID4 

女 
中 3 

特支

学校 
 〇   〇   〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 精神遅滞 

ASD 

45) 
ID8 

男 
中 3 

特支

学校 
 〇   〇   〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 精神遅滞 

ASD 

都築・兵藤 
・伊藤ら 
 
 

46) 
Ⅱ-(1) 

男 
小 2 

通級

指導 
  ○ ○ ○ ○     ○             

47) 
Ⅱ-(2) 

男 
小 3 

通級

指導 
〇       〇     〇 〇 〇   〇     自閉症 

スペクトラム 

48) 
Ⅱ-(4) 

女 
小 4 

通級

指導 
    〇 〇 〇     〇             アスペルガー 

症候群 

49) 
Ⅱ-(5) 

男 
小 5 

通級

指導 
        〇   〇 〇           〇 広汎性発達障害 

50) 
Ⅱ-(8) 

男 
小 5 

通級

指導 
      〇 〇 〇   〇 〇           自閉症 

51) 
Ⅱ-(9) 

― 
小 6 

通級

指導 
〇       〇     〇             高機能自閉症 

52) 
Ⅱ-(10) 

男 
中 1 

通級

指導 
        〇   〇 〇 〇           広汎性発達障害 

53) 
Ⅱ-(11) 

女 
中 2  〇       〇     〇             広汎性発達障害 

2017 高橋・松田 
・宮田 

54) 
A 児 

男 
小 1 

特支

学校 
  〇  〇  〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 知的・ASD 

黒木・高橋 55) 
A さん 

女 
中 3 

特支

学校 
    〇   〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 知的・ASD 

寺川・吉田 56) 
A 児 

女 
小 2 

特支

学校 
    〇   〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 知的・ASD 

高野・遠田 57) 
A 

男 
小 1 

通常

学級 
  〇 ○ 〇  〇 〇        
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2. 指導・支援方法の分析 

1) 身体面への指導・支援方法 

 「身体の状態」と「姿勢・運動・動作」に関する指導・支援を表 4 にまとめた。 

「身体の状態」に関する指導・支援を行っている事例は、9 件であった。そのうち、スク

ールカウンセラーとの面接や、連絡帳を活用したコミュニケーション等、家庭との情報共有

に関する表記が 5 件 20)27)32)37)40)であった。 

 「姿勢・運動・動作」に関する指導・支援を行っている事例は、13 件であった。集団での

運動プログラムを行うことで、コミュニケーションを促している事例が 8 件 2)25)36)42)43)44)45)57)

であった。また、背そらせやあぐら座位姿勢保持を行う事例 1 件 5)や、姿勢の変化が少ない

技から練習に取り組む事例 1 件 31)など、姿勢に関する運動や配慮をしている事例が見られた。 

 

表 4 身体面に関する指導・支援の対応分析結果 

IN-Child Record
の項目 

指導・支援 
資料の 
通し番号 

身体の状態 ・スクールカウンセラーが母親と面接 20) 
・個別のペアレントトレーニング 21)22) 
・母親と連携し、睡眠時間を確保する 27) 
・家庭でのエピソード記録 32) 
・自ら身体を洗わない場合、洗う箇所名を言って音声模倣させ、洗うように促す。 
また、そばで母親が身体を洗うモデルとなる 
・連絡帳を活用した担任とのコミュニケーション 

37) 

・今行っている指導の目的や様子などについてほぼ毎日口頭で保護者と情報を共有 40) 
・ストレスがたまりそうになったときは先生に相談すること 53) 
・子どもグループでのプログラム 
 アイスブレーキング 
 ネームバレー：他の児童らの名前を読んで風船をトスしあう 
 バットとボール：ペアになって役割の違うものを表現する 
 モンスターキャッチャー：2～4 人で手をつなぎ、タイミングを合わせてぬいぐるみをつかむ 
・親グループでのプログラム 
セッション① 
目的；子どもとの関わり方に気づく 
 子どもとうまくかかわれる時とうまくかかわれない時を整理する 
 子どもと接している時の自分の感情を整理する 
 子どもと接している時にネガティブな感情が生じた場合の対処方法を学ぶ 
セッション② 
目的：状況の捉え方を変える① 
 子どもが言うことを聞かない時の行動と考えを整理する 
 子どもの話を能動的に聞く方法を学ぶ 
 視点を変えて子どもの気持ちを受け止める方法を学ぶ 
セッション③ 
目的：状況の捉え方を変える② 
 子どもがトラブルを起こした時の行動と考えを整理する 
 子どもの話を能動的に聞く方法を練習する 
 様々な可能性を考えて子どもの気持ちを受け止める方法を学ぶ 
セッション④ 
目的：対立を解消する 
 子どもと意見が食い違ったときの行動と考えを整理する 
 子どもと意見が違ったときに対立を解消する方法を学ぶ 
 子どもと意見が違ったときに対立を解消する方法を学ぶ 

57) 

姿勢・運動・動作 
 

・集団での運動プログラム レクリエーション 1:折り紙、釣りゲーム、輪投げ、パソコンを使った知覚トレーニ

ング、運動教室、野球、ミニテニス 2) 

・背そらせ、あぐら座位姿勢保持、膝立ち位姿勢保持、立位膝の曲げ伸ばし 
・手指動作課題：固定式ハサミで切る、丸形シールを貼る、ペグをさす 5) 

・ボールで遊ぶ、トランポリンで飛ぶなどの遊び 17) 
・第 1 期 遊びを通した他者との関係形成「スペース釣り掘」「フィンガーペインティング」「オリジナル傘作

り、ツユコレ」 
・第 2 期 複数他者との関係形成「窓ガラスへのペイント」「風船バスケット」「シャボン玉遊び」「ドミノ」

「バランスボール」「サイコロジーゲーム」 
・第 3 期 共有体験できる他者との関わり「スクーターボード」「紙粘土づくり」 

25) 

・姿勢が崩れていたとき、声をかける。「背筋を伸ばす」などの教示カードを示す 27) 
・運動会の練習の時に、姿勢の変化の少ない技から練習に取り組む 31) 
・水中運動教室:平泳ぎストローク練習、水中ダンス 36) 
・的当ての的を作り、それにボールを当てて遊ぶ活動 38) 

・動作法の介入（前屈げ） ラジオ体操、ストレッチ体操 42)43) 
44)45) 

・アイスブレーキング 
 ネームバレー：他の児童らの名前を読んで風船をトスしあう 
 バットとボール：ペアになって役割の違うものを表現する 
 モンスターキャッチャー：2～4 人で手をつなぎ、タイミングを合わせてぬいぐるみをつかむ 

57) 
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2) 情緒面への指導・支援方法 

 「不注意」、「多動性・衝動性」、「こだわり」、「自己肯定感」に関する指導・支援を表 5 に

まとめた。 

 「不注意」に関する指導・支援を行っている事例は、5 件であった。そのうち 4 件 1)7)17)29)

が、対象となる IN-Child の興味・関心を取り上げて指導を行っている事例であった。 

 「多動性・衝動性」に関する指導・支援を行っている事例は、3 件であった。そのうち 2

件 48)50)が、衝動性からトラブルを起こしそうになった時、深呼吸をすることで気持ちを落ち

着かせる指導であった。 

 「こだわり」に関する指導・支援は、1 件 29)であった。好きな活動を行う際に、タイマー

で終了の目安を提示するというものであった。 

「自己肯定感」に関する指導・支援を行っている事例は、7 件であった。そのうち、2 件

27)29)が言語による称賛、4 件 3)18)30)50)がトークンエコノミーであった。 

 

表 5 情緒面に関する指導・支援の対応分析結果 

IN-Child 
Record の項目 指導・支援 資料の 

通し番号 
不注意 ・過敏な刺激を減らすために、教室のカーテンを閉める、必要最小限のものに整理する 

・好きな教具・活動を取り入れる 1) 

・好んで行っていた活動の写真を活用 7) 
・好きなキャラクターやおもちゃを活用して遊び方を説明する 17) 
・朝のスケジュール確認のときに、好きな活動を盛り込む 
・課題終了後は、好きな活動に従事する時間を取らせる 29) 

・持ち物の確認、配置を決める 46) 
多動性・ 
衝動性 

・授業中、先生の話は最後まで聞くことをルールとして設定する 
・授業中、大きな声をださないことをルールとして設定する 46) 

・衝動性からトラブルを起こしそうな時には 
「深呼吸を 3 回することで気持ちを落ち着かせる」 48) 

・イライラしたとき、トラブルがあった時に「深呼吸する」カードで示す 50) 
こだわり ・好きな活動を行う際に、タイマーで終了の目安を提示する 29) 
自己肯定感 ・トークンエコノミー 3) 

・子どもへの言葉かけの際に、子どもがもっと話したくなるような言葉かけをする 17) 
・トークンエコノミー 18) 
・カードに示した行動をはじめたら、褒める 27) 
・苦手な活動時に問題行動が起きなかった場合、活動終了時に褒める 29) 
・トークンエコノミー 30) 
・トークンエコノミー 50) 
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3) 生活面への指導・支援方法 
 「社会生活機能」、「コミュニケーション」に関する指導・支援をそれぞれ、表 6 にまとめ

た。 

 「社会生活機能」に関する指導・支援を行っている事例は、20 件であった。日常的な場面

で、スケジュールカードなどを使用し、見通しを持たせるようにしている事例が 6 件

13)27)28)29)35)49)あった。また、修学旅行等、変化の多い行事の際に、ルールや場面設定などへ

の対応を考え、見通しを持たせるような支援・指導が 4 件 47)48)50)51)あった。また、社会生活

機能に関連する内容を標的行動とし、定着を図るための指導が 2 件 15)18)あった。 

 「コミュニケーション」に関する指導・支援を行っている事例は 22 件であった。そのう

ち、要求言語・行動などコミュニケーションに関連する内容を標的行動とし、定着を図る事

例が 8 件 4)8)9)10)13)37)39)55)あった。一方、IN-Child のコミュニケーションパターンを観察・分

析し、コミュニケーションの糸口をつかもうとするインリアル・アプローチのような事例が

5 件 1)11)16)17)18)あった。 

 

表 6-1 生活面に関する指導・支援の対応分析結果 
IN-Child Record

の項目 
指導・支援 

資料の 
通し番号 

社会生活機能 ・問題行動や望ましい行動を生徒自身が記録する 12) 

・視覚的にスケジュールを示す 
 把握しているかどうかを確認させるために、活動手順表の課題カードを手渡ししてから活動に入る 13) 

・音楽の時間や体育の時間に呼びかけに反応し、行動をおこすことができる 14) 
・指導①  
標的行動１：活動手順表の赤い色枠の中の写真カードを見て課題を持ってくる。 
標的行動２：課題に取り組む。 
指導②  
標的行動１：活動手順表の赤い色枠の中の写真カードを見て課題を持ってくる。 
標的行動２：課題に取り組む。 
標的行動３：フィニッシュボックスに入れる。 
3 種類の自立課題をボックスにセットし、一番下にミニカーを用意した。各セッション毎に課題の順番や種類を入れ

替えた。3 種類の課題終了後にミニカーで 5 分間遊んだ。 

15) 

・標的行動を自身で記録すること 
・標的行動を起こしたときは、他者が言葉かけを行い、その回数を記録すること 18) 

・本日の学習課題を黒板にはり、全体に知らせる 27) 
・予測のつかないことに対して不安があるので、スケジュールを前もって提示する 28) 
・朝、スケジュールを確認する 29) 
・学習活動の見本となる写真を示し、学級でリハーサルを行う 31) 
・朝学習のチャイムが鳴ったら、学習予定のスケジュールを提示し確認する 
・特別支援学級で活動する際には、スケジュールに〇を付け、特別支援学級の担任に届け出る 35) 

・自ら身体を洗わない場合、洗う箇所名を言って音声模倣させ、洗うように促す。また、そばで母親が身体を洗うモ

デルとなる 37) 

・子どもの日常生活チェックリストを活用 41) 
・持ち物を確認、配置を決める 46) 
・道中はしっかり学級担任についていくことを約束 
・人を見かけたら挨拶をする事 
・メモを取る練習等を指導 

47) 

・社会科見学の際に、挨拶をしっかりとする、お店の人の仕事の邪魔になるようなことはしない事をルールとして設

定する 
・場面絵を用いて単独行動をしないことを繰り返し学習 

48) 

・スケジュールの説明 49) 
・修学旅行の心配がなくなるように、細かいところまで説明 
・起こりうる場面への対応の勉強 50) 

・予備のしおりの提供 
・お小遣いの使い方の使用計画 
・しおりを一緒に読みながら日程の確認 
・小遣いの使い方の計画、先生の部屋の場所の確認、日程注意事項の確認 
・食事・入浴マナーの確認 
・日程・注意事項の確認 

51) 

・日常的な物品の絵カード 54) 
・給食後の台拭き場面を設定した指導 55) 
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表 6-2 生活面に関する指導・支援の対応分析結果 

IN-Child 
Record の項目 指導・支援 資料の 

通し番号 
コミュニ 
ケーション 

・インリアル・アプローチ 1) 
・集団での運動プログラム 
レクリエーション１:折り紙、釣りゲーム、輪投げ、パソコンを使った知覚トレーニング 
・運動教室：野球、ミニテニス 

2) 

・課題ができたときに、「できました」と伝える方法として VOCA を導入 4) 
・牛乳を開けてもらうときに「あけて」と要求する 
・鞄を教師に差し出して「あけて」と要求する 8) 

・麦茶の入ったクーラーボトルを用意し「お茶ください」と伝えてから教師にコップに注ぐ 9) 
・指導 1：指さしで要求することができる 
・指導 2：カードを指導者に渡して要求する 10) 

・集団観察の中でのコミュニケーションの分析 11) 
・欲しいものの写真カードを指さして要求する 
・欲しいものの写真カードを教師に手渡しで要求する 13) 

・表情、視線、声、動作、言葉の 5 つの観点で行動を整理し対象児の行動の意図を探る 16) 
・子どものしていることをまねて、コミュニケーションの糸口をつかむ 17) 
・コミュニケーション方法等については集団参与の観察 19) 
第 1 期 遊びを通した他者との関係形成 
「スペース釣り掘」「フィンガーペインティング」「オリジナル傘作り、ツユコレ」 
第 2 期 複数他者との関係形成 
「窓ガラスへのペイント」「風船バスケット」「シャボン玉遊び」「ドミノ」 
「バランスボール」「サイコロジーゲーム」 
第 3 期 共有体験できる他者との関わり 
「スクーターボード」「紙粘土づくり」 

25) 

・書記が難しい時に、書けるようにお願いする 
 →応えてくれた人に対して感謝の言葉をかける 27) 

・SST：少人数のグループ 28) 
・支援者は PC を用いて指導を行う 
第１段階：タッチモニターに触れると画像が現れることを理解する 
第２段階：タッチモニター上の小カードに触れると画像や動画が現れることを理解する 
第３段階：複数のカードから自分の見たいものを選択することができる 
第４段階：Ipod touch に触れるとタッチモニター上に動画が現れることを理解する 
第５段階：学習場面や生活場面で Ipod touch などの AAC を使用し、自分の意思や感情を相手に伝えることができる 

33) 

・要求言語行動の形成 
①要求物を見て、もしくは写真カードを渡して、 
「～ちょうだい」と 2 語文で要求する 
②要求物を見て、もしくは写真カードを取って、 
肩を軽く叩いてから 2 語文で要求する 
③写真カードと「ちょうだい」カードを文シートに貼り、文シートを母親に渡して「ママ、～ちょうだい」と音声で

要求する 

37) 

・要求に関する指導 
 先生に近づく→先生の腕を引く→くださいという 39) 

・班長やリーダーが指示をするまで行動しないようにする 
・なんの指示ももらえないときは何をすればよいのか聞くこと 

53) 

・写真カードを使ったコミュニケーションの指導 54) 
・接近行動の指導・注意喚起行動の指導・要求行動の指導 55) 
・コミュニケーションに役立つ発語を促進する課題 
・日常場面の観察及び促し 56) 

・適切な聞き方や伝え方：定型的な聞き方や伝え方の学習、分かりやすい聞き方や伝え方の練習 
・定型的な理由の伝え方の学習、意見と理由を伝える実践的な練習 
・工夫したところをお互いに伝え合う、他者と協力して活動する 

57) 

 

4) 学習面への指導・支援方法 

 「聞く」、「話す」、「読む」、「書く」、「計算する」、「推論する」に関する指導・支援を表 7

にまとめた。 

「聞く」に関する指導・支援を行っている事例は、5 件であった。うち、3 件 46)50)52)が、

話を聞くことをルールとして設定している事例であった。また、適切な聞き方や伝え方や遊

びを通して学ぶ事例 57)もあった。 

 「話す」に関する指導・支援を行っている事例は、5 件であった。いつ、どこで、誰と、

何をした、など話すに対する定型文を学び実践する事例が 4 件 6)7)32)57)と多く見られた。その

中には、質問ゲームという形で応答行動と質問行動を交互に行っている事例 32)も見られた。 

 「読む」に関する指導・支援を行っている事例は、7 件であった。読み上げ教材である DAISY

教科書を活用した指導を行う事例が 1 件 23)あり、また、分かち書き法やスリットを使用する

ことで読みやすくする指導を行っている事例 2 件 21)22)があった。また、テスト時の問題文の
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拡大表示や、別室受験などの配慮をしている事例も 1 件 24)みられた。 

「書く」に関する指導・支援を行っている事例は、7 件であった。「書く」に関しては、語

呂カードを活用した事例 3)や、書字のマス目にリーダー線を入れて書きに対する配慮を行っ

ている事例 34)が見られた。また、漢字をイラスト化する事例 3 件 3)21)22)など、SLD 傾向に対

する指導が中心となっていた。 

 「計算する」に関する指導・支援を行っている事例は、0 件であった。 

「推論する」に関する指導・支援を行っている事例は、4 件であった。4 件 6)21)22)32)とも、

「だれが・なにを・いつ・どこで・どうした」の 5W1H にわけて考える事例であった。 

 

表 7-1 学習面に関する指導・支援の対応分析結果 

IN-Child Record
の項目 指導・支援 

資料の 
通し番号 

聞く ・その週のトピック又はサイコロトークで教師と話す 
①話し方と質問の仕方の話形を確認する 
②練習した内容の発表と質問をする 
③自己評価する 

6) 

・先生の話は最後まで聞くことをルールとして設定する 46) 
・人の話を聞くスキルを学習 50) 
・相手の話をよく聞くことを指導 
・質問は交互にすることを指導 52) 

・適切な聞き方や伝え方 
 インディアンクイズ：お題に対して、自分が何を書いたのかを他の参加者に当ててもらう 
 腕利きレポーター：質問者と回答者に分かれて、提示されたお題について話し合う 
 庭園探検：2 人組で地図を見ながら庭園を探検し、課題解決をする 
・相手の意見を聞きながら、自分の意見を伝える 
 紙飛行機オリンピック：飛距離や滞空時間などの種目に適した紙飛行機をつくる 

57) 

話す ・発表 
①「私は～について発表します。」 ②いつ ③どこで ④何をした 
⑤そのときの気持ち ⑥「質問や感想はありますか」  
⑦「これで発表を終わります」 
・感想 
①「声が大きくて聞きやすかったです」 ②「私も～と思いました」 
・質問 
①「誰とやりましたか」 ②「１番楽しかったことは何ですか」 
③「がんばったことは何ですか」 ④「心に残ったことは何ですか」 

6) 

・学校で何をしたかを、家に帰り母親に話すことができる 
「ぼくは～を作りました」、「ぼくは～を食べました」、「ぼくは～をやりました・しました」 7) 

・質問ゲーム 
応答行動 
指導者が対象の前に写真を置き、「何をしていますか」、「どこですか」、「だれですか」、「いつですか」に

対する応答行動をする 
質問行動 
「昨日は何をしましたか」、「どこでしましたか」、「だれとしましたか」、「いつしましたか」、「明日は何

をしますか」、「どこで何をしましたか」、「どこでしましたか」、「だれとしましたか」、「いつしましたか」 

32) 

・構音器官の運動：発生を伴う呼気の調整、CSSB 学習、口形模倣 
 シャボン玉、ストローを吹くと泡が出るおもちゃを活用、三方巻鳥、びっくり袋などを活用 
・音声模倣の課題：可能な単音節と可能性のある単音節の音声模倣 
 支援者の口の形を見ながら、自分の口を鏡で見て動かす模倣課題 
 口形模倣は、あ、い、う、え、お、ベー、アー(3 秒)、アー(5 秒)、ア→ン 
・語文表出の課題：発音可能な「音」の組み合わせでの単語の表出 

56) 

・適切な聞き方や伝え方：定型的な聞き方や伝え方の学習、分かりやすい聞き方や伝え方の練習 57) 
読む ・音・訓読み練習プリント：語呂カードと対応させた書字練習プリント 

・音・訓読み練習プリント：漢字パズルと対応させた書字練習プリント 3) 

・分かち書き法 
 文章中に書き表せる単語ごとにスペースを入れ、単語を認知しやすくし、分の切れ目を見やすくする方法 
・スリットの使用 
 読む行のみ、スリットの隙間に見えるような補助具を用いて、読む場所に視点を集中できるようにする方法 
・リピート音読 
 指導者が読んだ分を同じように後をついて読む方法。対象児の読みのスピードに合わせて行う。 
・リライト教材の活用 
リライト教材とは、対象児の読みの状態に応じて、漢字をひらがなに変えたり、ルビを振ったり、複雑な構文

を簡素化したり、内容を変えずに文章量を減少させたりして作成した教材である。 

21)22) 

・DAISY 教科書の活用 
 国語の DAISY 教科書を家庭学習での音読の宿題用という目的で利用開始。 
その後通級指導において、ハイライト表示され読み上げられた文節を後追いで音読させた後、読み上げの音声を

消しハイライト部分を音読させ、併せて内容把握をするという指導を行う 

23) 

・テスト問題文の拡大と問題文へのふりがな、別室受験と時間延長 24) 
・五十音表を「あ、あいうえお。あか、かきくけこ。あかさ、さしすせそ。…あかさたなはまやらわ、わいうえ

を」という読み方で、一日 2 回ずつ言うことを宿題に出す 
・五十音表を読み、かたかなの書字を行う 
・「ヲはフに横ぼう」「ヌは横ぼう書いてメ」というフレーズを作って練習。5 回ずつ言う練習をして書字 

26) 
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表 7-2 学習面に関する指導・支援の対応分析結果 

IN-Child Record
の項目 指導・支援 

資料の 
通し番号 

読む ・第 1 期:小学 2 年時 
 教科書、本は「読ませる」より「読み聞かせる」 
「読む+意味理解」の支援、読み終わった後、内容について質問応答を実施 
 作文はまず自分の考えを言わせ、それを周囲の大人がそのまま書き起こす 
 書いたものを読む、または一緒に読む 
 拗促音（特殊音節）の指導、文字は視覚的に確認しながら、手を叩いて単語の拍をとる 
「表記はするが音にはならない」点についても繰り返し練習 
・第 2 期:小学 3~4 年時（集団指導） 
 音読指名の際にはあらかじめ充てる箇所を知らせておく 
 テストの際は問題文を読み上げる 

34) 

書く ・支援Ⅰ期 
①語呂カード 
：漢字をへんやつくりなどの部分に分解し、その部分ごとに音声リハーサルを組み合わせたもの。 
カードには漢字に関連したイラストを乗せているまた、漢字の部分と語呂の部分を色分けし、視覚的にわかりや

すくしている 
②音・訓読み練習プリント 
：語呂カードと対応させた書字練習プリント 
・支援Ⅱ期 
①漢字パズル 
：漢字パズルとは、漢字を部分に分解したパズルのこと、間違えそうなところも組み込んでいる 
②音・訓読み練習プリント 
：書字のマス目にリーダー線を入れている 

3) 

・視覚法（漢字をパーツに分解し、それを合体して覚える） 
対象児が各自でパーツに分解し、それをパズルのように合体させて学習したり、漢字の足し算としてつなぎ合わ

せたりする方法 
・イラスト漢字法 
漢字に意味のあるイラストを書き入れ、意味として覚える方法 

・聴覚法→漢字の成り立ちを音声言語化して覚える方法 
・語呂合わせ法→漢字の特徴を音声言語化、符号化して覚える方法 

21)22) 

・カタカナ五十音書字 
・五十音表を「あ、あいうえお。あか、かきくけこ。あかさ、さしすせそ。・・・・・あかさたなはまやらわ、

わいうえを」という読み、五十音書字 
・「ヲはフに横ぼう」「ヌは横ぼう書いてメ」というフレーズを作って練習。5 回ずつ言う練習をして書字 
宿題として、「ヌ」「ヲ」のフレーズ練習、五十音書字プリント 4 枚をだす 
・特殊音書字における支援。特殊音の表記を分解して口頭で答える課題 
指導者が言った 2〜3 語の文をひらがな、かたかな、漢字まじりで書き、それを全てかたかなに直して書かせる 
・宿題として、「特殊音の表記をすばやく答える」「2〜3 語文をカタカナで書く」のどちらかを毎日する事 

26) 

・絵の下に文字を書いたり、絵の上に文字を重ねて書いたり、裏に文字だけを書いたりする 34) 
・短日記（いつ・どこで・だれが・どうした）を書かせる 48) 
・文字の学習、なぞりの学習、写真カードの使用 54) 

計算する 
 特になし  

推論する ・発表する際に 
①「私は～について発表します。」 ②いつ ③どこで ④何をした 
⑤そのときの気持ち ⑥「質問や感想はありますか」  
⑦「これで発表を終わります」 

6) 

・文章を読む際に 5W1H に分けて抽出する 21)22) 
・質問ゲーム 
応答行動 
指導者が対象の前に写真を置き、「何をしていますか」、「どこですか」、「だれですか」、「いつですか」に

対する応答行動をする 
質問行動 
「昨日は何をしましたか」、「どこでしましたか」、「だれとしましたか」、「いつしましたか」、「明日は何

をしますか」、「どこで何をしましたか」、「どこでしましたか」、「だれとしましたか」、「いつしましたか」 

32) 

 

3. 指導・支援方法の教育効果に関する記載 

教育効果の記載がされている事例が 40 件、記載されていない事例が 17 件であった。 

記載されている事例のうち、教師の主観的評価による記載が 4 件 1)3)28)55)であり、標的行動

を決め介入をし、観察の結果、行動変容が見られた事例が 27 件 4)6)7)8)9)10)11)12)13)15)16)17)18)19)20)27) 

29)30)31)32)35)37)38)39)40)54)57)であった。その他、保護者からの聞き取り 5)や、課題としていた水

泳の達成、Special Needs Education Assessment Tool と 50M 走を併用している事例が 4

件 42)43)44)45)であった。 
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Ⅳ．考察 
 
1. 身体面に関する指導・支援について 
 身体面に関する指導・支援については、「身体の状態」においてはスクールカウンセラーと

の面接や、連絡帳を活用したコミュニケーション等、家庭との情報共有に関する指導・支援

が多くみられた。また、「姿勢・運動・動作」に関しては、集団での運動プログラムが多くみ

られる中、個別での姿勢に関する指導・支援もみられた。 

 ASD の子どもをもつ親の不安感やストレスについての研究は、今まで数多く行われてきた

(橋本, 1980; 渡部・岩永・鷲田, 2002; 湯沢・渡邊・松永, 2007)。渡邊・東條(2014)は、自閉

症児の母親のストレスの特徴として、学齢到達後に最もストレスが高くなる特徴をもってい

るとしている。その原因として、ASD の子どもにとっては、小学校に入学すると学校の雰囲

気やシステムに慣れないことが多くみられる(渡邊・東條, 2014)としており、教室の騒音や同

級生の動きがストレスになることが多いことからも、保護者の不安も強くなるのではないか

と考えられる。そのような中で、学校やスクールカウンセラーと定期的に情報共有すること

は、ASD の傾向が見られる IN-Child とその保護者にとって、心理的な安定につながるので

はないかと考えられる。 

 
2. 生活面に関する指導・支援について 
 「社会生活機能」に関する指導・支援については、日常的な場面で、スケジュールカード

などを使用し、見通しを持たせるようにしている事例が多くみられた。また、変化の多い行

事があるときには、事前に話し合いなどで見通しを持たせている事例が多くみられた。 

 スケジュールカードを使用した指導・支援については、TEACCH プログラムが普及して

いる。TEACCH プログラムは、①物理的構造化、②スケジュールの構造化・視覚化、③コ

ミュニケーションスキルの工夫、④社会生活に必要な具体的スキルの獲得、⑤保護者を療育

者として、一貫した治療・教育・訓練を行うことを基本としており(木村・木村, 2002)、多く

の自治体や教育現場で研修会を取り入れられている(寺尾・鈴木・大場, 1997; 畑中, 2000)こ

とからも、今回の分析結果から見られるように構造化に関連した記述が多いと考えられる。 

 「コミュニケーション」に関する指導・支援については、要求言語・行動などコミュニケ

ーションに関連する内容を標的行動とし、定着を図る事例が多くみられた。また、指導・支

援方法の教育効果の部分で、このコミュニケーションに関する行動変容の変化の記録が多く

されているのが特徴であった。 

これは、応用行動分析という方法であり、ASD の治療法として広く用いられている

(National Institute of Mental Health, 2004)。National Institute of Mental Health (2004)

は、「子どもの興味に基づいてプランされ、見通しが持てるスケジュールを与え、子どもの注

意を促し、行動を強化する」プログラムが効果的であるとし、教師やセラピストに加え、親

も治療に参加し、行動変容・スキル学習の指導方法を身に着けてもらい、家庭でも行うこと

を勧めている。このことから、ASD の指導法は、指導・支援よりも、応用行動分析に基づく

家庭も含めた行動のマネジメントが中心になっているのではないかと考えられる。 

しかしながら、ASD に対する応用行動分析的な指導についてまとめられているレビュー論

文は数本あるが、海外の論文を対象としたものが中心である。現時点で、日本では、個々に

行われている ASD に対する応用行動分析的な指導について、何を課題として、どのように
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支援し、行動の変化が起こったのかを包括的にまとめた論文は見当たらない。今後、日本に

おいて実施された応用行動分析的な指導についてまとめ、ASD 傾向のある IN-Child に対す

る行動マネジメントの観点を決めて、具体的な指導プログラムを開発する必要があると考え

られる。 
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